
 本研究は、口腔内の外科的処置後に生じることがある医原性ラヌーラについて、電子カルテから得られる臨床データを分析・検討するこ

とにより、その現状（発生原因、頻度、経過など）を把握することを目的とする 。医原性ラヌーラに関する研究はこれまでほとんど行われ

ておらず、その発生原因や回避法についての研究・考察はなされていない 。本研究により、医原性ラヌーラの特性や実情が評価され、今後

の発生防止、治療に貢献することが期待される。 
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